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Section 2

フレームワークシステム
米国にある州の名前を，なるべく早くできるだけ多く挙げるようにいわれたとする。何個挙げたところで回答するの
がだんだん遅くなるだろう？　順序立てて，Aで始まる州，Bで始まる州，Cで始まる州，……としたらどうだろ
う？　あるいは，地理的に北西，北東，南東，南西の 4つの地域に分ければ？　もっとうまくいかないだろうか？
　どれだけ思い出せるかは，記憶を整理する方法に大きく影響される。まとまった方法で系統立てて記憶すれば，大
いに思い出しやすくなる。この原則は，医療に携わる人なら誰にでも役立つ。臨床医は，さまざまな医学的問題につ
いて，鑑別診断の長いリストを覚えているものと思われている。このような負担の大きい作業をよりよく行うには，
フレームワークの概念を使って問題を整理するとよい1-4）。
　内科のトピックでのフレームワークを使えば，コンテンツを系統立てて整理できるので，記憶しやすく，かつ思い
出しやすくなる。一般的な例として，鑑別診断の長いリストを，より短いサブリストに編成するというものがある。
全身性血管炎のトピックで考えてみよう。全身性血管炎を引き起こす原因のリストは思い出すのに苦労することが多
いが，標準的なフレームワークを使えば，炎症の起こる血管のサイズによって，原因を大血管，中血管，小血管の 3
つに分類できる。小血管の血管炎は，血清学的マーカーの有無によってさらに細分できる。この方法を使うことで，
血管炎の鑑別診断を容易に思い出すことができる。全身性血管炎のフレームワークを以下に示す。

　鑑別診断を整理する方法は，トピックによって異なる。たとえば，腹痛のような問題の場合，適切に整理する方法
は複数ある。肝臓，胆囊，胃，小腸，膵臓などのように解剖学的にアプローチすることもできるし，右上腹部，左下
腹部，心窩部などといった腹痛の部位ごとに診断をまとめるアプローチもある。どちらの方法を使っても，長い鑑別
診断をかなり短いリストに分けられるので，覚えやすく，思い出しやすくなる。
　フレームワークには，覚えやすくなる以外の利点もある。系統的にアプローチすることによって，診断に至るワー
クアップに役立つことがある。もう一度血管炎の例をみてみよう。小血管の血管炎を血清学的マーカーで分けている
ので，自動的に次の診断ステップがわかる。このような利点がもっとはっきりわかる例として，次に示す胸水のフ
レームワークがある。

・IgA血管炎
・クリオグロブリン血症性血管炎
・Behçet 病
・抗糸球体基底膜抗体病
・蕁麻疹様血管炎
・二次的原因

・多発血管炎性肉芽腫症
・顕微鏡的多発血管炎
・好酸球性多発血管炎性肉芽腫症
・二次的原因

・結節性多発動脈炎
・川崎病
・二次的原因

・巨細胞性動脈炎
・高安動脈炎
・二次的原因

ANCA陰性ANCA陽性

小型血管中型血管大型血管

全身性血管炎
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　このフレームワークでは，検査結果によって最初に鑑別診断が 2つに分かれる。最初のステップである Light の基
準は，検査に基づいて胸水が漏出性なのか滲出性なのかを決めるので，胸水へのアプローチおよび診断過程と一体に
なっている。このフレームワークを念頭においておけば，胸水の原因を思い出しやすくするツールになるばかりでな
く，診断に至るための手段にもなる。

・悪性疾患
・肺塞栓症
・膠原病
・胃腸疾患
・血胸
・乳び胸
・PCIS
・冠動脈バイパス術後
・薬剤性
・放射線性
・石綿肺
・尿毒症
・Meigs 症候群
・黄色爪症候群

・肺炎
・結核性胸膜炎
・横隔膜下膿瘍

・肝性胸水
・腹膜透析
・尿胸

・肝硬変
・ネフローゼ症候群
・蛋白漏出性胃腸症
・粘液水腫

・うっ血性心不全
・収縮性心膜炎
・上大静脈症候群
・無気肺
・肺全摘術
・trapped lung

非感染性感染性横隔膜の欠損膠質浸透圧

漏出性 滲出性

静水圧

胸水
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